
内閣府調査
観光立国に対する世論Ａ

ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
営
業
展
開
書
　
　
　
　
面

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
本
法
人
　

田
邉
泰
之
代
表
に
聞
く

国
内
物
件
登
録
数
１
万

件
超
え

〝
進
歩
的
規
制
作
り
〟へ
働
き
か
け

日
本
橋
に
ア
ン
テ
ナ
店

長
崎
県
、来
春
に
開
設

埼
玉
県
内
の
圏
央
道


月

日
に
開
通

観
光
活
性
化
も

大
阪
と
東
京
に

相
次
い
で
建
設

ホ
テ
ル
京
阪

（６）第２８１７号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）１０月１７日（土曜日）

　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
一
軒
家
な
ど
の
空
き
部
屋
を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
を
結
ぶ
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」
（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
が
世
界
で
急
成

長
し
て
い
る
。日
本
法
人
の
田
邉
泰
之
代
表
取
締
役
に「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
営
業
展
開
」

に
つ
い
て
書
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
長
崎
県
は
来
年
３
月
、
東

京
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を

開
設
す
る
。
昨
年
３
月
に

「
長
崎
よ
か
も
ん
シ
ョ
ッ
プ

・
四
谷
」
を
設
け
、
県
産
品

の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
「
大
型
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
は
初
め
て
」
と
東
京

事
務
所
。

　
中
央
区
日
本
橋
に
建
設
中

の
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
日
本
橋

２
丁
目
ビ
ル
１
階
（
約
３
３

０
平
方
㍍
）
に
入
居
す
る
。

江
戸
時
代
、
日
本
橋
に
は
長

崎
屋
と
い
う
薬
屋
が
あ
り
、

長
崎
に
駐
在
し
た
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
が
江
戸
参
府
の
際
に

定
宿
と
す
る
な
ど
ゆ
か
り
の

深
い
地
域
と
い
う
。

　
「
首
都
圏
と
地
元
の
人
・

物
・
情
報
の
交
流
を
活
発
化

す
る
こ
と
で
、
地
域
を
元
気

に
す
る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
人
気
の
定
番
商
品
や

東
京
で
初
め
て
販
売
さ
れ
る

商
品
販
売
の
ほ
か
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
観
光
資
源

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
ま
た
、
県
産
食
材
を
使
っ

た
料
理
や
陶
磁
器
な
ど
を
使

用
し
た
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
も
行
う
。

　
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
圏
央
道
）
の
埼
玉
県
内
区

間
が

月

日
に
開
通
す

る
。
東
名
か
ら
東
北
道
ま
で

が
つ
な
が
る
こ
と
で
新
た
な

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
、
観
光
交
流
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
。

　
開
通
す
る
の
は
桶
川
北
本

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

―
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
間
の

・

８
㌔
。こ
れ
に
よ
り
、東
北
、

関
越
、
中
央
の
各
自
動
車
道

と
東
名
高
速
が
圏
央
道
経
由

で
結
ば
れ
る
。

　
開
通
に
よ
り
、
久
喜
白
岡

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

か
ら
茅
ヶ
崎
海
岸
ま
で
の
所

要
時
間
が
現
在
の
約
１
４
０

分
か
ら
約

分
に
短
縮
さ

れ
、
「
湘
南
、
鎌
倉
周
辺
へ

の
移
動
が
し
や
す
く
な
る
」

と
同
省
。
都
心
の
渋
滞
を
回

避
で
き
、
定
時
制
も
向
上
す

る
と
し
て
い
る
。

田邉泰之氏

　
京
阪
電
鉄
グ
ル
ー
プ
の
ホ

テ
ル
京
阪
は
、
２
０
１
７
年

夏
に
「
ホ
テ
ル
京
阪
淀
屋
橋

（
仮
称
）
」
を
、

年
秋
に

「
ホ
テ
ル
京
阪
築
地
銀
座

（
同
）
」
を
開
業
す
る
。

　
ホ
テ
ル
京
阪
淀
屋
橋
（
大

阪
市
）は
地
上

階
建
て
、２

１
０
室
を
予
定
。
京
阪
電
車

・
大
阪
市
営
地
下
鉄
北
浜
駅

か
ら
徒
歩
２
分
、
同
淀
屋
橋

駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
立
地
。

ホ
テ
ル
京
阪
築
地
銀
座
（
東

京
・
築
地
）
は
地
上

階
建

て
で
、３
０
０
室
を
予
定
し
、

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
築
地

駅
か
ら
徒
歩
２
分
、
同
有
楽

町
線
新
富
町
駅
か
ら
徒
歩
３

分
の
立
地
。

　
京
阪
グ
ル
ー
プ
は

年
か

ら
の
中
期
経
営
計
画
「
創
生

果
敢
」
の
中
で
「
ホ
テ
ル
出

店
の
拡
大
」を
掲
げ
て
い
る
。

主
要
政
令
指
定
都
市
の
駅
前

立
地
を
中
心
に

店
舗
超
の

直
営
ホ
テ
ル
運
営
を
目
指
し

て
い
る
。

　

「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」

の
特
徴
に
つ
い
て
。
既
存
の

ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の

違
い
は
。

　
「
ま
ず
、
創
業
か
ら
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
創

業
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ジ
ョ
ー

・
ゲ
ビ
ア
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

チ
ェ
ス
キ
ー
が
、
お
金
が
な

く
て
家
賃
の
支
払
い
に
困
っ

て
い
る
と
き
に
、
た
ま
た
ま

近
く
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
宿
が
足
り
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
し
た
。そ
こ
で
、

エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
を
置
い
て
自

分
た
ち
の
部
屋
を
貸
し
出
し

た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
」

　
「
２
０
０
８
年
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
起
業
後
、
約

７
年
の
間
に
現
在
、
１
９
０

カ
国
、３
万
４
千
都
市
以
上
、

ゲ
ス
ト
数
は
通
算
で
５
千
万

人
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
や
お
城
、
ヨ
ッ

ト
、
お
寺
ま
で
、
世
界
中
の

空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
が
１

５
０
万
件
以
上
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
」

　
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
最
大

の
特
徴
は
、
暮
ら
す
よ
う
に

旅
を
し
て
現
地
を
リ
ア
ル
に

体
験
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

る
こ
と
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
、

世
界
中
ど
こ
で
も
普
通
の
家

に
泊
ま
る
感
覚
で
、
現
地
の

人
た
ち
や
文
化
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅
行
先

で
現
地
の
人
の
家
に
泊
ま
っ

て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
な

い
穴
場
情
報
を
教
え
て
も
ら

い
、
実
際
に
暮
ら
す
よ
う
な

旅
を
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ゲ
ス
ト
は
、
ホ
ス
ト
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

地
元
の
人
々
と
の
交
流
を
通

じ
て
文
化
を
知
っ
た
り
し
な

が
ら
旅
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」

　
「
サ
ー
ビ
ス
の
急
成
長
を

後
押
し
し
た
の
は
、
単
な
る

利
便
性
や
価
格
だ
け
で
は
な

く
、
ユ
ー
ザ
ー
（
ホ
ス
ト
＆

ゲ
ス
ト
）
の
多
く
が
家
（
部

屋
）の
貸
し
借
り
を
越
え
た
、

何
か
得
難
い
体
験
と
人
生
の

価
値
を
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
通

し
て
見
い
だ
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
受
け
入
れ

る
側
の
ホ
ス
ト
の
方
々
は
、

外
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
も
て

な
し
て
国
際
交
流
が
し
た

い
、
お
子
さ
ん
な
ど
が
巣
立

ち
空
い
て
し
ま
っ
た
部
屋
を

有
効
活
用
し
た
い
方
な
ど
ユ

ー
ザ
ー
年
齢
な
ど
も
さ
ま
ざ

ま
、
男
女
比
も
ほ
ぼ
半
分
で

す
。

歳
を
超
え
て
ホ
ス
ト

に
な
る
方
や
、
地
元
に
戻
っ

て
地
方
活
性
化
の
た
め
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
Ａ
ｉ
ｒ

ｂ
ｎ
ｂ
で
は
、
こ
の
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
非
常
に

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
オ

フ
ラ
イ
ン
で
も
情
報
交
換
の

場
を
設
け
て
お
り
、
ホ
ス
ト

同
士
で
も
人
気
の
ホ
ス
ト
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
い
っ
た

活
動
も
盛
ん
で
す
。
今
年


月
に
は
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
最

大
規
模
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ

ベ
ン
ト
が
パ
リ
で
開
催
予
定

で
す
。
全
世
界
か
ら
６
千
人

の
ユ
ー
ザ
ー
が
集
ま
る
予
定

で
す
」

　
「
次
に
、
弊
社
の
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
で
す

が
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
サ
イ

ト
上
に
は
、
ホ
ス
ト
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
欄
に
は
ホ
ス
ト
の

顔
写
真
と
詳
細
な
情
報
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
自
己
紹
介

（
学
校
、仕
事
、言
語
）や
、

そ
の
物
件
の
ル
ー
ル
な
ど
が

き
め
細
や
か
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
登
録
時
に
は
、
電

話
番
号
や
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
す
る
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
と
な
り

が
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
連
携
さ

せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い

ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
や
免
許

証
の
登
録
も
す
る
こ
と
で
Ｉ

Ｄ
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」

　
「
ま
た
ホ
ス
ト
・
ゲ
ス
ト

と
も
に
レ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ

れ
て
い
て
、
相
手
の
こ
れ
ま

で
の
評
価
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
レ

ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
ゲ
ス
ト
は

ホ
ス
ト
を
、
ホ
ス
ト
は
ゲ
ス

ト
を
自
由
に
選
択
で
き
、
問

題
の
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は
自
然

に
淘
汰
さ
れ
て
い
く
エ
コ
シ

ス
テ
ム
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
事

前
に
ホ
ス
ト
へ
質
問
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
ホ
ス
ト
も
こ

の
人
に
な
ら
部
屋
を
貸
し
て

あ
げ
た
い
と
思
う
人
に
の
み

宿
泊
を
許
可
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
」

　
「
そ
の
他
、
お
支
払
い
は

Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
を
通
し
て
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
さ

れ
、
ゲ
ス
ト
が
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
し
て
か
ら

時
間
経
た
な

い
と
成
立
さ
れ
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

万
が
一
の
場
合
に
備
え
破
損

な
ど
の
損
害
に
つ
い
て
は
最

大
１
億
円
ま
で
の
ホ
ス
ト
保

障
が
あ
り
ま
す
。
カ
ス
タ
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
の
対
応
は

時

間
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た

だ
け
、
双
方
が
気
持
ち
よ
く

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
万
全
の
態
勢
を
整
え
て
い

ま
す
」

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
日
本
国
内
の
宿
泊
施
設
数

と
、
そ
の
内
訳
（
旅
館
、
ホ

テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
一
軒

家
そ
れ
ぞ
れ
の
登
録
軒
数
）。

ま
た
登
録
宿
泊
施
設
数
の
当

面
の
目
標
に
つ
い
て（
旅
館
、

ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
一

軒
家
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
数

も
）
。

　
「
現
在
、
国
内
で
の
物
件

登
録
数
は
約
１
万
３
千
件
を

超
え
、
昨
対
比
３
倍
以
上
の

伸
び
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
日
本
へ
の
ゲ
ス
ト

数
は
、
約
４
倍
以
上
に
成
長

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

か
ら
海
外
へ
の
ゲ
ス
ト
数

も
、
約
３
倍
以
上
の
ペ
ー
ス

で
伸
び
て
い
ま
す
」

　
「
弊
社
と
し
て
は
、
ま
ず

は
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
体
験
や

実
際
に
家
に
泊
ま
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
と
い
う
理
解

を
一
歩
一
歩
広
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

長
期
的
に
宿
泊
の
オ
プ
シ
ョ

ン
が
広
が
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
旅
行
客
が
日
本
に
長

く
滞
在
し
、
地
元
へ
の
経
済

貢
献
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
」

　

登
録
施
設
数
、
利
用

者
数
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拡
大
に

向
け
た
施
策
は
。

　
「
ま
ず
、
当
社
の
ユ
ー
ザ

ー
は
平
均
年
収
が
や
や
高

く
、
滞
在
日
数
が
長
い
の
が

特
徴
で
す
。
例
え
ば
、
滞
在

期
間
が
２
週
間
な
ら
ば
、
ず

っ
と
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
に
泊
ま

る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
ロ

ー
カ
ル
な
体
験
を
し
た
あ
と

は
、
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や
温

泉
旅
館
に
泊
ま
る
な
ど
足
を

伸
ば
す
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

当
社
と
し
て
も
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ

ｎ
ｂ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
少
し
で
も
地
方
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
東

京
・
大
阪
・
京
都
と
い
う
ゴ

ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
外
に
ユ

ー
ザ
ー
を
ど
う
散
ら
す
か
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
を
日
々
考

え
て
い
ま
す
」

　

一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン

・
一
軒
家
に
短
期
宿
泊
者
を

泊
め
る
の
は
日
本
の
旅
館
業

法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
御
社
の
見
解
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
ホ
ス

ト
は
、
自
宅
を
時
折
貸
し
て

い
る
一
般
の
地
域
住
民
の
方

々
で
す
。
追
加
収
入
は
、
日

常
生
活
関
連
の
支
払
い
、
老

後
の
蓄
え
、
ま
た
夢
の
実
現

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ホ
ス
ト
へ
は
法
律
や
規

則
に
沿
っ
た
形
で
リ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

既
存
の
ル
ー
ル
が
、
自
宅
を

時
折
、
貸
し
出
し
て
い
る
方

に
当
て
は
ま
る
の
か
は
不
明

確
で
す
。
日
本
で
も
、
ホ
ー

ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る

時
代
の
流
れ
に
合
っ
た
現
代

的
か
つ
、
一
般
の
方
々
に
も

分
か
り
や
す
い
ル
ー
ル
作
り

に
対
す
る
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。例
え
ば
、ロ
ン
ド
ン
、

パ
リ
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、

ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関

し
て
新
た
な
規
制
枠
組
み
を

採
用
し
た
良
い
事
例
都
市
で

す
」

　
「
ま
た
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ

は
、
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド

ン
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２

０
１
４
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
含
め
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
、
宿
泊
の
選
択
肢
の
ひ
と

つ
と
し
て
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
と
い
う
形
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
宿
泊
施
設
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
２
０
１
６
年

の
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

も
同
様
に
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ

は
『
宿
泊
施
設
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
の
公
式
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
』（
正
式
名
称
Off

icial Alternative Accommod
ation Service

）
と
し
て
任

命
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
、
よ
り

多
く
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

が
世
界
中
か
ら
来
る
ゲ
ス
ト

を
自
宅
に
迎
え
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整

え
ば
と
思
い
ま
す
」

　

７
月

日
、
東
京
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
中
国
人
訪
日

客
の
転
落
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
御
社
の
利
用
客
と
の
憶

測
が
流
れ
て
い
ま
す
が
事
実

で
す
か
。
ま
た
万
一
現
場
で

事
件
・
事
故
が
あ
っ
た
場
合

の
利
用
者
や
登
録
施
設
、
周

辺
住
民
へ
の
補
償
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
事
件
・
事

故
の
リ
ス
ク
（
犯
罪
、
火
災

な
ど
）
を
回
避
す
る
た
め
の

施
策
は
。

　
「
５
千
万
人
以
上
の
ゲ
ス

ト
の
方
々
が
安
全
で
良
好
な

体
験
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
１
５
０

万
件
以
上
の
物
件
が
世
界
中

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
弊
社

で
は
、
２
５
０
名
以
上
の
専

門
チ
ー
ム
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
（
ゲ
ス
ト
＆
ホ
ス
ト
）
の

安
全
を
守
る
た
め
に
世
界
各

国
の
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
で
働
い

て
い
ま
す
。
予
約
の
前
に
ゲ

ス
ト
と
ホ
ス
ト
が
お
互
い
を

よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
レ
ビ

ュ
ー
、
Ｉ
Ｄ
認
証
、
Ａ
ｉ
ｒ

ｂ
ｎ
ｂ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り

取
り
が
で
き
る
機
能
を
追
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
を
通
し
て
、
問
題
の

あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は
淘
汰
さ
れ

て
い
き
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
ホ
ス
ト
の
皆
さ
ま

の
安
心
の
た
め
に
最
大
１
億

円
の
ホ
ス
ト
保
証
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
」

　

旅
館
営
業
、
ホ
テ
ル

営
業
ま
た
は
簡
易
宿
所
営
業

の
許
可
を
受
け
た
施
設
の
み

サ
イ
ト
へ
の
登
録
を
受
け
付

け
る
よ
う
制
度
を
改
正
す
る

意
向
は
。

　
「
既
存
の
法
律
は
自
宅
を

時
々
貸
し
出
し
て
い
る
一
般

の
人
々
の
た
め
に
設
計
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
一
般
の
人
々
が

自
宅
を
共
有
で
き
る
よ
う
公

平
か
つ
進
歩
的
な
規
制
作
り

へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
ま

す
。
他
国
で
は
少
し
ず
つ
一

般
市
民
の
方
々
が
簡
単
に
自

宅
を
共
有
で
き
る
よ
う
新
た

な
法
律
を
採
用
し
て
い
ま

す
」

　
田
邉
　
泰
之
氏
（
た
な
べ

・
や
す
ゆ
き
）
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ

ｂ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
代
表
取
締

役
。
大
阪
生
ま
れ
。
一
般
消

費
財
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
経
営

業
務
を
経
験
後
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ

ｎ
ｂ
日
本
法
人
の
立
ち
上
げ

に
携
わ
る
。

　
内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
「
観
光
立
国
の
実
現
に
関

す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
（
既
報
）
。

訪
日
外
客
の
増
加
に
対
し
て
は
、
観
光
消
費
が
拡
大

し
、
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
歓
迎
す
る
意

見
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ

い
て
調
査
結
果
を
掲
載
す
る
。


